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狭いMRI室にも最低限の工事で導入完了。
ヘリウムフリーの最新型MRIならではの
操作性、BCP、画質に対する高い評価獲得
1982年開業の六地蔵総合病院は長年、強みである整形・リハビリテーションなどを中心に京都宇治の地で広く知られてきた。
同院は2022年11月、医療法人徳洲会のグループ病院となり、病棟の改築や健診センターの開設などの改革を推進すると共に、
同じ宇治市内にある宇治徳洲会病院と緊密な連携を取りながら、同市を中心とする地域医療の質の向上を目指している。
同院では2025年4月にMRIを更新し、AI技術を搭載した最新型のヘリウムフリー1.5テスラMRIが稼働を開始した。
同院での診療の現況と、更新した 1.5テスラMRI導入の経緯と運用の現況について、同院の木戸岡 実院長らに話を聞いた。

六地蔵総合病院
医療法人徳洲会

六地蔵総合病院に 2025 年 4 月に導入されたヘリウムフリー 1.5 テスラ MRI「MAGNETOM Flow.Plus 
(Siemens Healthineers：以下、シーメンス )」。同装置は、シーメンス独自の冷却技術「DryCool Technology」
を1.5T 装置として初めて採用。液体ヘリウムを完全に密閉したヘリウムフリー構造となっており、液体ヘリウム
使用量を 0.7L にまで削減することに成功している。なお、同院の装置が本邦導入 1 号機となる。

京都府

ウ
ム
の
運
用
に
関
す
る
リ
ス
ク
も
無
く
せ
る
と

い
う
こ
と
で
本
部
の
了
解
も
得
ら
れ
、
導
入
の

決
定
に
至
り
ま
し
た
。

―
―
「M

A
G

N
ETO

M
 Flow

.Plus
」
の
評
価

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
が
「M

A
G

N
E

T
O

M
 F

low
.Plus

」 

に
期
待
し
た
点
は
、
も
ち
ろ
ん
画
像
の
高
画
質

化
で
す
。
私
は
脳
神
経
外
科
が
専
門
で
す
が
、

そ
の
画
質
に
は
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
画
質
化
に
加
え
て
、
撮
像
時
間
の
短
縮
、
騒

音
が
小
さ
な
こ
と
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る
威
圧

感
抑
制
の
３
点
も
新
装
置
に
期
待
し
た
要
件
で

し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、「M

A
GN

ET
O

M
 

Flow
.Plus

」
で
は
、
最
新
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
画 

像
再
構
成
技
術
に
よ
り
撮
像
時
間
が
短
縮
し
て

い
ま
す
し
、
騒
音
に
つ
い
て
は
私
自
身
も
体
験

し
ま
し
た
が
、
従
来
の
超
電
導
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
比
較

し
て
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
印
象
で
す
。
威
圧
感

に
つ
い
て
は
、
ボ
ア
径
も
十
分
で
す
し
、
コ
イ

ル
も
装
着
が
楽
に
で
き
て
患
者
さ
ん
の
負
担
が

減
り
、
現
場
の
評
価
は
高
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
「M

A
G

N
ETO

M
 Flow

.Plus

」

の
活
用
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

画
質
に
関
し
て
言
え
ば
、
頭
頸
部
ば
か
り
で
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1981 年滋賀医科大学卒。同年滋賀医科大学脳
神経外科入局、滋賀医科大学附属病院、第二岡
本総合病院を経て、2022 年宇治徳洲会病院リハ
ビリ科部長、2024 年 4月より現職。

医
療
法
人
徳
洲
会 

六
地
蔵
総
合
病
院

院
長木戸

岡 

実
氏
に
聞
く

木戸岡 実（きどおか・みのる）氏

ウ
ム
の
運
用
に
関
す
る
リ
ス
ク
も
無
く
せ
る
と

い
う
こ
と
で
本
部
の
了
解
も
得
ら
れ
、
導
入
の

決
定
に
至
り
ま
し
た
。

―
―
「M

A
G

N
ETO

M
 Flow

.Plus
」
の
評
価

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
が
「M

A
G

N
E

T
O

M
 F

low
.Plus

」 

に
期
待
し
た
点
は
、
も
ち
ろ
ん
画
像
の
高
画
質

化
で
す
。
私
は
脳
神
経
外
科
が
専
門
で
す
が
、

そ
の
画
質
に
は
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
画
質
化
に
加
え
て
、
撮
像
時
間
の
短
縮
、
騒

音
が
小
さ
な
こ
と
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る
威
圧

感
抑
制
の
３
点
も
新
装
置
に
期
待
し
た
要
件
で

し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、「M

A
GN

ET
O

M
 

Flow
.Plus

」
で
は
、
最
新
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
画 

像
再
構
成
技
術
に
よ
り
撮
像
時
間
が
短
縮
し
て

い
ま
す
し
、
騒
音
に
つ
い
て
は
私
自
身
も
体
験

し
ま
し
た
が
、
従
来
の
超
電
導
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
比
較

し
て
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
印
象
で
す
。
威
圧
感

に
つ
い
て
は
、
ボ
ア
径
も
十
分
で
す
し
、
コ
イ

ル
も
装
着
が
楽
に
で
き
て
患
者
さ
ん
の
負
担
が

減
り
、
現
場
の
評
価
は
高
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
「M

A
G

N
ETO

M
 Flow

.Plus

」

の
活
用
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

画
質
に
関
し
て
言
え
ば
、
頭
頸
部
ば
か
り
で

棟
が
本
格
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
院
と
同
じ
山
城
北
医
療
圏
に
は
、
同
一
法

人
の
宇
治
徳
洲
会
病
院
が
あ
る
こ
と
か
ら
機
能

を
分
け
、
高
度
急
性
期
医
療
は
宇
治
徳
洲
会
病

院
に
、
そ
の
後
方
支
援
病
院
と
し
て
当
院
が
亜

急
性
期
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
つ
い

て
は
、
宇
治
徳
洲
会
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
を
当
院

に
移
す
こ
と
に
よ
り
従
来
の
40
床
か
ら
20
床
増

床
し
て
60
床
と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
38
床

と
併
せ
て
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床

の
体
制
を
充
実
さ
せ
て
、
受
け
入
れ
困
難
な
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
に
も
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
２
０
２
３
年
11
月
に
は
健
診
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
２
０
２
４
年
に
は
、
小
児
救

急
の
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
な
ど
、
院
内
の
改

革
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
新
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

A
G

N
ETO

M
 Flow

.Plus

（
シ
ー
メ
ン
ス
）」導
入
の
経
緯
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

当
院
は
、
そ
れ
ま
で
永
久
磁
石
型
の
０
・
４

テ
ス
ラ
の
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
運
用
し
て
い

た
の
で
す
が
、
２
０
２
４
年
12
月
に
突
然
、
故

障
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
修
理
は
不
可
能
と

メ
ー
カ
ー
側
か
ら
の
回
答
を
受
け
、
急
遽
Ｍ
Ｒ

Ｉ
の
導
入
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

　

当
時
は
、
従
来
装
置
と
同
じ
機
種
も
ま
だ
販

売
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ

本
部
の
許
可
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
現
行
機
種

と
他
社
を
含
め
た
１
・
５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導

入
を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
０
・
４
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
整
形
外

科
領
域
で
の
診
療
に
お
い
て
画
質
的
に
は
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
脳
領
域
、
特
に
拡
散
強
調
画

像
で
は
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
が
強
く
、
同
装
置
に

よ
る
画
像
診
断
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
そ
の
点
、
１・５
テ
ス
ラ
超
電
導
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ

で
あ
れ
ば
、
急
性
期
の
脳
卒
中
の
診
断
な
ど
で

大
い
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
か
ら
、
今
後
も

脳
梗
塞
の
患
者
数
は
減
ら
な
い
で
し
ょ
う
し
、

Ｍ
Ｒ
画
像
に
よ
る
初
期
診
断
は
脳
梗
塞
治
療

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
す
か
ら
、
１
・
５
テ

ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
す
る
意
義
は
大
い
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
・
５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
候
補
と

し
て
挙
が
っ
た
の
が
、
シ
ー
メ
ン
ス
の
最
新
型

ヘ
リ
ウ
ム
フ
リ
ー
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

A
GN

ET
O

M
 

Flow
.Plus

」
で
し
た
。

　

超
電
導
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
難
点
と
し
て
、
液
体
ヘ

リ
ウ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
労
苦
を
伴
う
こ
と

で
し
た
が
、「M

A
GN

ET
O

M
 Flow

.Plus

」
で

あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
解
決
で
き
ま
す
。

　

画
質
が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
液
体
ヘ
リ

―
―
六
地
蔵
総
合
病
院
の
沿
革
か
ら
お
聞
き
し

ま
す
。

　

２
０
２
２
年
に
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
に
入
る
前

の
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
当
院
は
１
９
８
２
年

に
開
院
し
、
長
年
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
と
し
て
、

質
の
高
い
急
性
期
医
療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
地
域
医
療
に
貢
献
し
、
信
頼
を
寄
せ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
元
名
誉
院
長
で
も
あ
る
整

形
外
科
の
宮
本
達
也
先
生
は
、
年
間
５
０
０
～

６
０
０
件
の
手
術
と
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
斯
界

で
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
大
転
換
期
が
訪
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
際
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
コ
ロ
ナ
病
棟
と
し
た
こ
と
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
病
院
か
ら

離
れ
て
行
っ
て
し
ま
い
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た

後
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
、
２
０
２
２
年
11
月
に
経
営
母

体
が
徳
洲
会
に
移
管
し
、
宇
治
徳
洲
会
病
院
で

リ
ハ
ビ
リ
科
部
長
で
あ
っ
た
私
に
、
院
長
と
し

て
、
過
去
の
評
価
復
活
と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
再
建
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

―
―
院
長
就
任
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
任
初
年
度
か
ら
病
棟
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実

施
し
始
め
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
全
て
の
病
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な
く
、
従
来
装
置
で
は
難
し
か
っ
た
消
化
器
系

の
胆
道
、
胆
管
、
膵
管
に
関
す
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

で
も
「M

A
GN

ET
O

M
 Flow

.Plus

」
の
画
像

は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
同
領
域
へ
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
領
域
で
も
、
前
立
腺
に
関
す
る
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
院
に
は
、

前
立
腺
の
治
療
で
高
名
な
京
都
府
立
医
大
か
ら

医
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
今
後
、
前

立
腺
領
域
の
バ
イ
オ
プ
シ
ー
に
つ
い
て
、
Ｍ
Ｒ
画

像
を
用
い
て
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。

　

さ
ら
に
、
小
児
領
域
で
も
、
当
院
に
は
神
経

小
児
科
を
専
門
と
す
る
医
師
が
お
り
ま
す
の

で
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
小
児
神
経
疾
患
の
治
療
に
も
役

立
て
た
い
で
す
ね
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
お
い
て
脳
卒
中
は
減

ら
な
い
と
前
述
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
社
会

の
中
で
も
必
ず
存
在
す
る
医
療
需
要
に
、
当
院

の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
六
地
蔵
総
合
病
院
の
今
後
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

病
院
改
革
は
道
半
ば
で
す
が
、
今
年
の
３
月

か
ら
女
性
専
門
の
肛
門
外
来
を
新
た
に
開
設
し

ま
し
た
。
担
当
に
女
医
を
招
聘
し
た
こ
と
で
、

紹
介
医
療
機
関
か
ら
は
“
紹
介
し
や
す
い
”
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
病
院
機
能

を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
当

院
は
築
40
年
以
上
と
い
う
古
い
建
物
故
、
特
に

空
調
や
水
回
り
関
係
の
老
朽
化
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。
物
価
高
、
中
で
も
建
築
費
の
高
騰

は
著
し
い
で
す
が
、
新
病
院
建
設
と
い
う
夢
を

な
ん
と
か
叶
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■

医
療
法
人
徳
洲
会 

六
地
蔵
総
合
病
院

Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
高
速
撮
像
技
術
の
活
用
が
も
た
ら
し
た

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
の
臨
床
医
・
技
師
・
患
者
か
ら
の
高
評
価

ヘリウムフリー1.5 テスラMRI「MAGNETOM Flow.Plus」の臨床画像
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六
地
蔵
総
合
病
院 

診
療
放
射
線
科
に
は
、

９
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が
所
属
し
、
一
般
撮

影
２
室
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
装
置
、骨

密
度
測
定
装
置
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置
各
１

台
を
有
し
て
検
査
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

　

同
科 

副
技
師
長
の
野
口
克
己
氏
は
、
診
療

放
射
線
科
の
業
務
の
現
況
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
16
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
の
検
査
件
数
は

１
ヵ
月
５
０
０
～
６
０
０
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
１
ヵ

月
１
５
０
件
程
度
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
救
急
医
療
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
診
療
放
射
線
技
師
は
全
て
の
モ

ダ
リ
テ
ィ
を
扱
え
る
よ
う
に
教
育
し
て
お
り
、

夜
間
当
直
の
時
間
帯
で
も
全
て
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

で
の
検
査
が
可
能
な
点
を
特
長
と
し
て
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

同
院
で
は
前
出
の
と
お
り
本
年
４
月
よ
り
最

新
型
の
ヘ
リ
ウ
ム
フ
リ
ー
１・５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

「M
A

G
N

E
T

O
M

 F
low

.Plus

（
シ
ー
メ
ン

ス
）」
が
稼
働
し
て
い
る
。
同
装
置
の
導
入
の

事
情
と
経
緯
に
つ
い
て
、
野
口
氏
は
語
る
。

「
当
院
で
は
20
年
以
上
前
か
ら
永
久
磁
石
型
の

０
・
４
テ
ス
ラ
の
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
運
用

し
続
け
て
き
た
の
で
す
が
、
２
０
２
４
年
12
月

に
突
然
、
壊
れ
て
検
査
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
メ
ー
カ
ー
に
修
理
を
依
頼
し

ま
し
た
が
、“
修
理
は
不
可
能
で
買
い
替
え
る

し
か
な
い
”
と
の
回
答
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

計
画
的
な
更
新
で
は
な
く
、
急
遽
、
新
し
い
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
導
入
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
た
だ
し
、新
規
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
に
お
い
て
は
、

決
し
て
広
く
な
い
旧
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
室
内
に
収
ま

る
装
置
で
あ
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
し
た
」

　

そ
こ
で
、
検
討
さ
れ
た
の
が
ヘ
リ
ウ
ム
フ

リ
ー
１
・５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

A
G

N
E

T
O

M
 

F
low

.Plus

」
で
あ
っ
た
。
同
装
置
は
、
冷
却

用
の
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
は
わ
ず
か
０
・
７
Ｌ
と
ご

く
少
量
で
済
み
、
密
閉
型
設
計
に
よ
っ
て
導
入

後
の
ヘ
リ
ウ
ム
補
充
は
不
要
で
あ
る
。
消
磁
後

の
磁
場
再
立
ち
上
げ
に
お
い
て
も
自
動
回
復
機

能
に
よ
り
、
安
全
か
つ
早
急
な
復
旧
が
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
ク
エ
ン
チ
排
管
を
必
要
と
せ
ず
、

医
療
法
人
徳
洲
会 

六
地
蔵
総
合
病
院

診
療
放
射
線
科
　
副
技
師
長

野
口 

克
己
氏
に
聞
く

■

医
療
法
人
徳
洲
会 

六
地
蔵
総
合
病
院

Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
高
速
撮
像
技
術
の
活
用
が
も
た
ら
し
た

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
の
臨
床
医
・
技
師
・
患
者
か
ら
の
高
評
価

1990 年大阪大学医療技術短期大学部診
療放射線技術学科卒。同年医療法人和松
会 六地蔵総合病院放射線科入職。2022
年より医療法人徳洲会 六地蔵総合病院 
診療放射線科 副技師長、現在に至る。

野口 克己（のぐち・かつみ）氏

ヘリ
ウ
ム
フ
リ
ー
に
よ
る
コン
パク
ト
性
と

ヘリ
ウ
ム
排
管
工
事
不
要
等
が
導
入
の
決
め
手

ヘ
リ
ウ
ム
フ
リ
ー
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

AGNETOM
 Flow.Plus

」
①

――六地蔵総合病院の事務長に就かれてか
ら間もないですが、抱負をお聞かせください。
　私は元々診療放射線技師出身ですが、診
療放射線技師の資格を取得後、八尾徳洲会
総合病院に入職し、診療放射線技師長を経
験した後、事務長として多くの徳洲会グルー
プ病院に就いてきました。当院には本年 6 月
に着任したばかりですが、当院の発展に貢献
できればと考えています。
　事務長は、事務部門のトップであるのはも
ちろん、病院経営について、特に医療器材を
始めとする物品の購入や資産の管理、院内外
の人との対応が大きな役割です。なお、看護
部長は患者さんへの対応や病床のコントロー
ルを、副院長は各診療科の活性化を役割とし
ており、これらをトータルに統括、運営する
のが病院長となります。病院経営が厳しい時
代、事務長の果たす役割は大きくなっていま
す。コロナ禍は収束しましたが、物価高騰の

中、経営破綻する医療機関が増えてきている
と聞いています。
　当院を始め、北海道から沖縄まで、徳洲会
グループ傘下に入る病院が増えています。徳
洲会に魔法があるわけではありませんが、全
国に 84 以上の病院と 31 のクリニックを有す
るそのスケールメリットを活かせる意味は大
きいです。ここ宇治市内にも宇治徳洲会総合
病院がありますが、互いに協力し合いながら
成長していきたいと思っておりますし、事務
長としてそのつなぎ役にもなっていきたいと
願っています。
――「MAGNETOM Flow.Plus」の導入につ
いて所感をお聞かせください。
　今回、シーメンス製の MRI が導入されまし
たが、宇治徳洲会総合病院も同じシーメンス
です。災害等で応援が必要な場合は同じ操作
性を持つモダリティが距離的に近い施設にあ
ることは BCP 対策の観点からも重要です。

また、「MAGNETOM Flow.Plus」は液体ヘリ
ウムが僅か 0.7L で運用することができま 
す。近年は毎年、大きな災害が起こっており、
それに伴う停電等のリスクを考慮すると、こ
の点でも BCP 対策として有用性が高い装置
であると言えます。徳洲会グループは離島・
僻地医療も柱の１つとしており、遠隔地にお
ける BCP 対策でも「MAGNETOM Flow.Plus」
は貢献できるのではないでしょうか。
　永久磁石型から超電導型のMRI に更新
したことによる電気代の問題はありますが、

「MAGNETOM Flow.Plus」には 0.7L の液体
ヘリウムを活かした省電力機能により従来の
超電導型 1.5 テスラ MRI と比べて 40％程度
節電できているとも聞いています。
――六地蔵総合病院の今後の運営方針につ
いてお聞かせください。
　当院は救急医療にも取り組んでいますが、
宇治徳洲会病院とタッグを組み、宇治徳洲会
病院の後方病院としての役割を今後も担って
いきたいですね。また、徳洲会では健診事業
も重視していますので、新しい MRI を活用
して健診・ドック事業にも力を入れていきた
いと考えています。
　新任の事務長として、今後も地域医療に　
貢献しつつ、職員にとっても働きやすい職場
環境を構築していきたいですね。

医療法人徳洲会 六地蔵総合病院
事務長

徳洲会グループのスケールメリットを生かした病院運営を展開
BCP対策の観点から最新型ヘリウムフリーMRIに期待する

住友 章文氏に聞く

六地蔵総合病院における病院運営の事務方責任者である住友章文氏に、
同院の今後の取り組みや MRI の更新などについて話を聞いた。
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「
頭
部
と
頸
部
の
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
を
実
施
す
る
場

合
、
従
来
は
頭
部
用
コ
イ
ル
を
一
旦
外
し
て
、

頸
部
用
コ
イ
ル
を
セ
ッ
ト
し
直
す
必
要
が
あ
り

ま
し
た
が
、『M

A
G

N
E

T
O

M
 F

low
.Plus

』 

は
頭
頸
部
を
１
つ
の
コ
イ
ル
で
検
査
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
コ
イ
ル
内
で
も
患
者
さ

ん
は
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
装
着
す
る
こ
と
が
容
易

な
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
下
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
お
か
げ
で

頭
部
領
域
の
ル
ー
チ
ン
検
査
は
20
分
か
ら
10 

分
に
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
を
含
め
た
複
雑
な
シ
ー
ケ

ン
ス
の
検
査
も
45
分
か
ら
20
分
程
度
と
、
約
半

分
で
検
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に 

な
り
ま
し
た
」

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow
.Plus

」
で
新
し
く
採
用

さ
れ
た
「BioM

atrix Contour
コ
イ
ル
」
は
、

軽
量
で
柔
軟
な
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
な
た

め
、
患
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
。
さ
ら
に
新

設
計
の
「BioM

atrix Position Sensor

」
に

よ
り
、
コ
イ
ル
位
置
を
自
動
で
検
出
。Body

モ
デ
ル
を
学
習
し
た
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
、
各
部
位

の
位
置
を
自
動
で
認
識
す
るSelect&

GO

を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
身
領
域
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
完
了
で
き
、
検

査
前
の
準
備
時
間
を
短
縮
し
つ
つ
再
現
性
の
高

い
検
査
を
実
現
す
る
。
野
口
氏
は
新
し
い
コ
イ

ル
の
高
性
能
に
舌
を
巻
く
。

「
従
来
の
装
置
で
は
脊
椎
を
検
査
す
る
際
、技
師
が

患
者
さ
ん
に
巻
い
た
コ
イ
ル
の
楕
円
を
維
持
す
る

工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
が
、『M

A
G

N
E

T
O

M
 

F
low

.Plus

』
は
脊
椎
用
の
コ
イ
ル
が
寝
台
に

埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
上
で
横
に

な
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
コ
イ
ル
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
完
了
し
ま
す
。

は
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
内
で
も
大
い
に
注
目
さ

れ
て
い
る
と
野
口
氏
は
話
す
。

「
ヘ
リ
ウ
ム
の
価
格
が
国
際
的
に
も
高
騰
し
続

け
て
お
り
、
ク
エ
ン
チ
に
伴
う
ヘ
リ
ウ
ム
の
再

装
填
に
は
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
莫
大
な
コ

ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
リ
ウ
ム
供
給

不
足
の
影
響
で
、
ク
エ
ン
チ
後
の
復
旧
に
3
週
間

も
か
か
っ
た
事
例
も
耳
に
し
て
い
ま
す
。
徳
洲

会
グ
ル
ー
プ
内
で
は
“
こ
れ
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
更

新
す
る
病
院
が
ク
エ
ン
チ
を
起
こ
さ
な
い
装
置

を
選
ば
な
い
選
択
肢
は
な
い
”
と
言
わ
れ
て
お

り
、『M

A
GN

ET
O

M
 Flow

.Plus

』
の
評
価

は
高
い
で
す
ね
。
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
離
島
・
僻
地
医
療
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
特
に

災
害
に
よ
る
停
電
か
ら
の
ク
エ
ン
チ
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
院
で
の
運
用
状
況
が

大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
放
射
線
科
で
は
、『M

A
G

N
E

T
O

M
 

F
low

.Plus

』
を
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
、

病
院
の
運
営
面
・
経
営
面
に
大
い
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

高
さ
が
２
ｍ
未
満
、
最
小
設
置
面
積
が
24
㎡
、

重
量
３
・
７
ｔ
未
満
と
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
か

つ
軽
量
で
あ
る
た
め
、
設
置
が
容
易
で
工
事
費

用
等
の
コ
ス
ト
の
削
減
が
で
き
る
。
野
口
氏
は
、

同
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
の
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「『M
A

GN
ET

O
M

 Flow
.Plus

』
は
当
然
、
ヘ

リ
ウ
ム
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
や
、
省
エ
ネ
モ
ー

ド
が
あ
る
こ
と
も
装
置
と
し
て
高
く
評
価
で
き

る
点
で
し
た
が
、
検
査
室
の
高
さ
が
２
ｍ
あ
れ

ば
導
入
可
能
と
い
う
た
い
へ
ん
コ
ン
パ
ク
ト
な

点
も
大
き
な
理
由
で
し
た
。
ク
エ
ン
チ
排
管
等

の
工
事
も
不
要
で
あ
り
、
当
院
と
し
て
は
、
従

来
装
置
の
あ
っ
た
検
査
室
に
大
き
な
手
を
加
え

る
必
要
な
し
に
導
入
で
き
る
の
は
、
何
と
言
っ

て
も
大
き
な
訴
求
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。　

　

実
際
、
導
入
決
定
後
、
設
置
工
事
に
お
よ
そ

１
ヵ
月
、
そ
の
後
の
調
整
が
２
週
間
程
度
で
済

　

他
に
も
、
体
幹
部
や
関
節
の
検
査
で
使
用
す

る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
型
コ
イ
ル
は
、
軽
く
て
柔
ら

か
く
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
評
判
も
上
々
で
す
」

　

木
戸
岡
院
長
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow
.Plus

」
の
静
音
性
に

つ
い
て
は
、
野
口
氏
か
ら
の
評
価
も
高
い
。

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
静
音
性
は
高
く
、
全
身
ど
の
よ
う

な
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
も
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
し
な
が

ら
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
患
者

さ
ん
は
音
に
煩
わ
さ
れ
ず
に
落
ち
着
い
て
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
そ
れ
を
短
時

間
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

み
、
ス
ム
ー
ズ
に
稼
働
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

「M
A

G
N

E
T

O
M

 F
low

.Plus

」
に
搭
載
さ 

れ
て
い
る
「m

yExam
 A

utopilot

」
は
、
ル 

ー
チ
ン
検
査
を
検
査
担
当
者
が
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

操
作
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
キ
ャ
ン
位

置
の
設
定
か
ら
本
ス
キ
ャ
ン
、
後
処
理
や
画
像

転
送
ま
で
一
連
の
コ
ン
ソ
ー
ル
操
作
を
自
動
化
。

高
度
な
検
査
に
は
、「m

yExam
 A

ssist

」
が

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
自
動
化

を
幅
広
い
身
体
領
域
で
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
機
能
を
野
口
氏
は
高
く
評
価

し
て
い
る
。

「『M
A

G
N

E
T

O
M

 F
low

.Plus

』
に
は
Ａ
Ｉ

技
術
が
多
数
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以

前
の
装
置
と
比
べ
て
撮
像
時
間
が
圧
倒
的
に

短
く
な
り
ま
し
た
し
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
も
大

き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
従
来
装
置
で
は
腰
椎
の
撮
像
の
際

に
、
椎
間
板
の
位
置
や
角
度
に
ス
ラ
イ
ス
面
を

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
装
置
で

は
、
そ
れ
を
Ａ
Ｉ
が
自
動
で
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

て
く
れ
ま
す
。検
査
担
当
者
が
そ
れ
を
確
認
し
、

Ｇ
Ｏ
ボ
タ
ン
を
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow

」
の
コ
イ
ル
技
術
の

進
化
は
目
覚
ま
し
い
と
野
口
氏
は
感
心
す
る
。

が
苦
手
な
患
者
さ
ん
も
安
心
し
て
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow
.Plus

」
に
は
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
画
像
再
構
成
技
術
「D

eep 
Resolve

」
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

に
関
す
る
領
域
拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
野

口
氏
は
歓
迎
す
る
。

「
当
院
は
元
々
整
形
外
科
に
強
み
が
あ
っ
た
病

「MAGNETOM Flow.Plus」を操作する野口氏。「myExam Autopilot」機能によって
ルーチン検査をワンクリック操作で完了可能。スキャン位置の設定から本スキャン、
後処理や画像転送まで、一連のコンソール操作を自動化している。

ヘッドコイルは、ヘッドフォ
ンを装着したまま、頭部及
び頸部の MRI 検査が実
施できるため、患者にとっ
て快適な検査環境の提供
を実現している。

新開発のブランケット型コイル「BioMatrix Contour coils」は軽量で柔軟性に富み、
患者負担を大いに軽減する。

Ａ
Ｉ
技
術
を
盛
り
込
ん
だ
自
動
化
技
術
が

検
査
効
率
の
大
幅
な
向
上
を
実
現
さ
せ
る

ヘ
リ
ウ
ム
フ
リ
ー
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

AGNETOM
 Flow.Plus

」
②

ブ
ラ
ン
ケッ
ト
型
の
採
用
な
ど
コ
イ
ル
も
進
化

ペイ
シェン
ト
フ
レン
ド
リ
ー
な
検
査
を
実
現

ヘ
リ
ウ
ム
フ
リ
ー
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

AGNETOM
 Flow.Plus

」
③
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「
頭
部
と
頸
部
の
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
を
実
施
す
る
場

合
、
従
来
は
頭
部
用
コ
イ
ル
を
一
旦
外
し
て
、

頸
部
用
コ
イ
ル
を
セ
ッ
ト
し
直
す
必
要
が
あ
り

ま
し
た
が
、『M

A
G

N
E

T
O

M
 F

low
.Plus

』 

は
頭
頸
部
を
１
つ
の
コ
イ
ル
で
検
査
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
コ
イ
ル
内
で
も
患
者
さ

ん
は
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
装
着
す
る
こ
と
が
容
易

な
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
下
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
お
か
げ
で

頭
部
領
域
の
ル
ー
チ
ン
検
査
は
20
分
か
ら
10 

分
に
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
を
含
め
た
複
雑
な
シ
ー
ケ

ン
ス
の
検
査
も
45
分
か
ら
20
分
程
度
と
、
約
半

分
で
検
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に 

な
り
ま
し
た
」

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow
.Plus

」
で
新
し
く
採
用

さ
れ
た
「BioM

atrix Contour
コ
イ
ル
」
は
、

軽
量
で
柔
軟
な
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
な
た

Ｒ
Ｉ
を
近
隣
施
設
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
、
耳
鼻
咽
喉
科
な
ど
、
多
様
な
診
療
科
か

ら
の
紹
介
検
査
が
増
え
て
き
て
お
り
、
我
々
も

働
き
甲
斐
が
あ
り
ま
す
」

　

導
入
し
た
「M

A
GN

ET
O

M
 Flow

.Plus

」

め
、
患
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
。
さ
ら
に
新

設
計
の
「BioM

atrix Position Sensor

」
に

よ
り
、
コ
イ
ル
位
置
を
自
動
で
検
出
。Body

モ
デ
ル
を
学
習
し
た
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
、
各
部
位

の
位
置
を
自
動
で
認
識
す
るSelect&

GO

を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
身
領
域
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
完
了
で
き
、
検

査
前
の
準
備
時
間
を
短
縮
し
つ
つ
再
現
性
の
高

い
検
査
を
実
現
す
る
。
野
口
氏
は
新
し
い
コ
イ

ル
の
高
性
能
に
舌
を
巻
く
。

「
従
来
の
装
置
で
は
脊
椎
を
検
査
す
る
際
、技
師
が

患
者
さ
ん
に
巻
い
た
コ
イ
ル
の
楕
円
を
維
持
す
る

工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
が
、『M

A
G

N
E

T
O

M
 

F
low

.Plus

』
は
脊
椎
用
の
コ
イ
ル
が
寝
台
に

埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
上
で
横
に

な
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
コ
イ
ル
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
完
了
し
ま
す
。

は
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
内
で
も
大
い
に
注
目
さ

れ
て
い
る
と
野
口
氏
は
話
す
。

「
ヘ
リ
ウ
ム
の
価
格
が
国
際
的
に
も
高
騰
し
続

け
て
お
り
、
ク
エ
ン
チ
に
伴
う
ヘ
リ
ウ
ム
の
再

装
填
に
は
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
莫
大
な
コ

ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
リ
ウ
ム
供
給

不
足
の
影
響
で
、
ク
エ
ン
チ
後
の
復
旧
に
3
週
間

も
か
か
っ
た
事
例
も
耳
に
し
て
い
ま
す
。
徳
洲

会
グ
ル
ー
プ
内
で
は
“
こ
れ
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
更

新
す
る
病
院
が
ク
エ
ン
チ
を
起
こ
さ
な
い
装
置

を
選
ば
な
い
選
択
肢
は
な
い
”
と
言
わ
れ
て
お

り
、『M

A
GN

ET
O

M
 Flow

.Plus

』
の
評
価

は
高
い
で
す
ね
。
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
離
島
・
僻
地
医
療
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
特
に

災
害
に
よ
る
停
電
か
ら
の
ク
エ
ン
チ
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
院
で
の
運
用
状
況
が

大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
放
射
線
科
で
は
、『M

A
G

N
E

T
O

M
 

F
low

.Plus

』
を
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
、

病
院
の
運
営
面
・
経
営
面
に
大
い
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

1982 年に設立された六地蔵総合病院
は、2022 年 11 月に医療法人和松会か
ら医療法人徳洲会の傘下病院となった。
同院では総合病院として内科、外科、整
形外科、脳神経外科、小児科を中心に
外来部門の強化を図り、「年中無休・24
時間対応」をモットーに地域医療への貢
献を推進。また、同院と同じ宇治市内に
は、高度急性期医療をはじめ幅広い診
療機能を有する同じ徳洲会の宇治徳洲
会病院があり、相補的な連携を通じて地
域包括ケアの実践を目指すとしている。

所在地：京都府宇治市六地蔵奈良町 9 番地
病床数：199 床（急性期病床 101 床、
　　　　地域包括ケア病床 38 床、
　　　　回復期リハビリテーション病床60床）
院　長：木戸岡 実

医療法人徳洲会 六地蔵総合病院

　

他
に
も
、
体
幹
部
や
関
節
の
検
査
で
使
用
す

る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
型
コ
イ
ル
は
、
軽
く
て
柔
ら

か
く
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
評
判
も
上
々
で
す
」

　

木
戸
岡
院
長
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow
.Plus

」
の
静
音
性
に

つ
い
て
は
、
野
口
氏
か
ら
の
評
価
も
高
い
。

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
静
音
性
は
高
く
、
全
身
ど
の
よ
う

な
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
も
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
し
な
が

ら
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
患
者

さ
ん
は
音
に
煩
わ
さ
れ
ず
に
落
ち
着
い
て
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
そ
れ
を
短
時

間
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

み
、
ス
ム
ー
ズ
に
稼
働
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

「M
A

G
N

E
T

O
M

 F
low

.Plus

」
に
搭
載
さ 

れ
て
い
る
「m

yExam
 A

utopilot

」
は
、
ル 

ー
チ
ン
検
査
を
検
査
担
当
者
が
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

操
作
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
キ
ャ
ン
位

置
の
設
定
か
ら
本
ス
キ
ャ
ン
、
後
処
理
や
画
像

転
送
ま
で
一
連
の
コ
ン
ソ
ー
ル
操
作
を
自
動
化
。

高
度
な
検
査
に
は
、「m

yExam
 A

ssist

」
が

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
自
動
化

を
幅
広
い
身
体
領
域
で
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
機
能
を
野
口
氏
は
高
く
評
価

し
て
い
る
。

「『M
A

G
N

E
T

O
M

 F
low

.Plus

』
に
は
Ａ
Ｉ

技
術
が
多
数
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以

前
の
装
置
と
比
べ
て
撮
像
時
間
が
圧
倒
的
に

短
く
な
り
ま
し
た
し
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
も
大

き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
従
来
装
置
で
は
腰
椎
の
撮
像
の
際

に
、
椎
間
板
の
位
置
や
角
度
に
ス
ラ
イ
ス
面
を

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
装
置
で

は
、
そ
れ
を
Ａ
Ｉ
が
自
動
で
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

て
く
れ
ま
す
。検
査
担
当
者
が
そ
れ
を
確
認
し
、

Ｇ
Ｏ
ボ
タ
ン
を
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow

」
の
コ
イ
ル
技
術
の

進
化
は
目
覚
ま
し
い
と
野
口
氏
は
感
心
す
る
。

が
苦
手
な
患
者
さ
ん
も
安
心
し
て
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

「M
A

GN
ET

O
M

 Flow
.Plus

」
に
は
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
画
像
再
構
成
技
術
「D

eep 
Resolve

」
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

に
関
す
る
領
域
拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
野

口
氏
は
歓
迎
す
る
。

「
当
院
は
元
々
整
形
外
科
に
強
み
が
あ
っ
た
病

院
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
の
７
～
８
割
は
整
形
外
科
領

域
の
検
査
で
し
た
が
、
新
装
置
導

入
後
、
高
画
質
の
性
能
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
頭
部
領
域
の
検

査
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
消
化
器
科
や
泌

尿
器
科
か
ら
も
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の

オ
ー
ダ
が
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
診
療
放
射

線
科
で
も
、
こ
れ
ら
の
診
療
科
か

ら
オ
ー
ダ
さ
れ
た
画
像
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
が
、
そ
の
鮮
明
さ
に
は

驚
か
さ
れ
ま
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
、
以
前
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
を
オ
ー
ダ
し
て
こ
な
か
っ

た
診
療
科
か
ら
の
検
査
依
頼
が

増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
検
査
件
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
最
近
は
小
児
科
か

ら
も
オ
ー
ダ
が
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
院
長
先
生
も
新
し
い
Ｍ

「BioMatrix Contour コイル」には「BioMatrix Position Sensor」が内蔵され、GPS のようなセンサーでコイ
ル位置を自動検出。従来のレーザーライトによる設定をスキップできるため、検査前の準備時間を短縮しな
がら再現性の高い検査を実施できる。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
と
し
てヘリ
ウ
ム
フ
リ
ー
技
術
が

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
内
で
の
注
目
を
集
め
る

ヘ
リ
ウ
ム
フ
リ
ー
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

AGNETOM
 Flow.Plus

」
⑤

Ａ
Ｉ
画
像
再
構
成
技
術「Deep Resolve

」で

撮
像
時
間
短
縮
と
高
空
間
分
解
能
を
両
立

ヘ
リ
ウ
ム
フ
リ
ー
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「M

AGNETOM
 Flow.Plus

」
④

「MAGNETOM Flow.Plus」の寝台は、高さ 48cm と低く下げ
ることができ、車椅子等の患者でも安全に移動がしやすい設
計になっている。




